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1、事業概要

① 　　名称　　　信光工業株式会社

創業　1918年（大正7年）　　設立　1947年（昭和22年）9月19日

② 　　代表者　　代表取締役社長　　荒井　亮治

③ 　　所在地　
表面処理処理事業部・環境事業部

〒381-0023　長野県長野市風間2034（東部工場）
〒380-0813　長野県長野市緑町1401（緑町工場）

きのこ事業部
〒382-0037　長野県須坂市野辺1883（横松農場）
〒382-0033　長野県須坂市亀倉931   （亀倉農場）

④ 　　事業内容

水素水サーバー・電解水製造装置の販売
環境衛生システムの提案

きのこ村事業部
キノコ栽培、キノコ食品加工

　　　環境事業部

　　　表面処理事業部
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⑤ 　　事業規模

⑥

⑦
　〒381-0023　長野県長野市風間2034（東部工場）
　TEL　026-221-1280　　　FAX　026-221-9866

⑧

キノコ村事業部の認証範囲拡大までの計画

横松農場

　　対象範囲

本年度売上　 121,000 万円

　　　　　　　　　緑町工場　1,370㎡

　　　　　　　　  亀倉農場　　

信光工業株式会社

環境事業部表面処理事業部 キノコ村事業部

緑町工場 東部工場 亀倉農場

※キノコ事業部は2025年度認証拡大予定

　　環境活動推進責任者
常務 取締役　荒井　和章

　　きのこ村事業部　　　　　　従業員数　　11名
　　　　床面積　横松農場　　23,459㎡

　　連絡先

　　表面処理事業部　　　　　　従業員数　　57名
　　　　床面積　　東部工場　1,452㎡

2022～2023年度
取組み体制構築　【完】
環境負荷の自己チェック
【完】

2023～2024年度
食品関連の法規制遵守確認
削減目標、計画の策定・実施

2025年度
認証拡大
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2、環境経営方針
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3、環境活動組織

総括責任者
（社長）

推進責任者

事務局

環境管理委員会

各グループ
業務改善の実施

会議準備・運営
負荷データー類取り纏め

環境経営方針を策定し、全社員に周知させる。
推進責任者を任命する
環境マネジメントシステムの見直しを行う
環境マジメントシステムの維持、継続の責任者
環境管理委員会の議長、会議進行

活動計画の策定
活動の見直し、是正
環境マネジメントシステムの維持、継続
環境経営方針、環境経営目標の達成に向け実務業務を遂行する。
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4、環境活動への取組

① 主な取組み目標

② 環境経営目標及びその実績と評価

灯油使用量
2022年度

電気使用量
－削減目標

実績値

2017年（基準）
電気使用量 灯油使用量

－
95,579

軽油 2.58

0.3%
626,960
37,574

641,148

※原単位当たり：純加工一千万円当りの使用量

kg-CO2/L

kg-CO2/L

kg-CO2/kwh

kg-CO2/L

二酸化炭素排出換算値
電力 0.431

灯油 2.49

ガソリン 2.32

104,368
10,928 1,779

0.3%

7,949原単位当り

　作業効率・稼働率の改善

重 点 項 目

　ロット合格率の向上
　客先クレームの削減
　買取金額の削減

評価基準　：　◎良く出来た　〇出来た　△さらに取組みが必要

表面処理事業部

重点取組内容

・工程表・QC工程などの書類の整備
・加工効率の改善を計る

・不具合品の対策
　（同じ不良の撲滅）

評価
生産増により原単位
辺りの使用量は◎
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③ 本来業務への改善取組
表面処理品質目標

5、次年度環境活動への取り組み

ｋWh ｋWh

ℓ ℓ
m3 m3
kg kg

99.6 %

基準（2017年）

電気使用量の削減 ｋWh

灯油使用量の削減 ℓ

水使用量の削減 m3

化学物質の削減 kg
99.6 %前年比製品合格率のUP 前年実績による 0.1%UP 前年実績による ―

前年実績による ― 前年実績による ―前年実績による

　主な活動内容

　来期、2023年　削減目標

　中期目標

前年比

基準年度2017年度
626,960
88,597
22,272

169.0
合格率（前年度）

0.4%

目 標 設 定 値 実　　績　　値

電気使用量の削減
項目 削減率（％） 数値目標

624,452

水使用量の削減

重点取組み
作業改善・休日待機電力の削減
検査ブースを検査ルームに環境改善

0.1%UP

0.3% 0.4%

22,272m3 10%増以内 22,272m3 10%増以内

95,197 95,101

88,243
基準年の10%以内

削減率

製品合格率のUP 前年比
化学物質使用量の削減

99.7

22,272~24,499

基準年の10%以内 169～185.9

本来業務の設備及び
品質改善＆不良の撲

滅

2024年

不良再発防止意識レベル向上
排水設備の修繕・部品交換

年間を通してのロット合格率は99.75％
の好成績で目標達成出来た。
合格率99.6％は非常に高い目標です
が、全ての月で達成しました。

88,597

22,272

水使用量の再確認

623,825
2023年 削減率

624,452626,960

不良率の削減
各処理薬品の交換・補給基準見直し

灯油⇒ガスボイラー交換検討

0.4%

廃棄物の削減 分別表見直しと周知徹底

項目

重点取組み内容

灯油使用量の削減
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6、環境関連法規制遵守の評価
当社の企業活動に伴い遵守すべき環境法規制は以下の表の通りである。

7、

法令名 主な内容 証拠 評価
下水道法 排水基準・自社基準の遵守

排水処理施設の維持・管理
測定データ 東部工場：○

緑町工場：○

特定工場における
公害防止の組織の
整備に関する法律

公害防止管理者の選任、届出
従業員21名以上の場合は公
害防止統括者の選任、届出

届出書
東部工場：○
緑町工場：○

東部工場：○
緑町工場：○

水質汚濁防止法 特定施設の維持管理・届出
排水水質の測定・記録

届出表
測定データ

東部工場：○
緑町工場：○

毒物劇物取締り法 届け出
倉庫の表示・施錠・管理

届出・管理表
標示・施錠

東部工場：○
緑町工場：○

消防法 危険物の管理・表示・届出 管理表・標示
届出

東部工場：○
緑町工場：○

フロン排出抑制法 第一種特定製品の点検（簡易
点検1回/3ヵ月、記録の保
存）

PRTR法 化学物質の管理
市への報告

コロナ感染拡大による巣籠需要で半導体関連の製品加工が増加。分母の増加によ
り原単位当りの使用量は減少した。しかし人材不足の影響で環境活動は殆ど進ま
ず停滞してしまった。キノコ村事業部は明確な計画を立てて認証拡大して行く。
2025年の更新審査で拡大を目指す。

4※1 3 ｍg/l 全工場
15※2 13.5 ｍg/l 全工場

また、関係行政機関、顧客、近隣からの指摘事項、クレーム、訴訟などは一件もありま
せん。

代表者の評価見直し・指示

管理表 東部工場：○
緑町工場：○

3 2.5 ｍg/l 全工場

推進責任者が中心となり環境関連法規制の遵守状況のチェックを行いました。東部・緑
町の排水基準値に於いて、自社基準値のオーバーはありませんでした。

※1令和6年12月10日までの暫
定基準※2令和7年6月30日までの暫定
基準

PCB特措法 保管・表示 回収順番待ち
保管状況

東部工場：対象外
緑町工場：○

廃棄物処理法 マニフェスト管理
適正分別

管理ファイル 東部工場：○
緑町工場：○

項目
ｐH

全シアン
銅

亜鉛
フッ素

備　考

電気めっき業暫定基準

電気めっき業暫定基準

下水排除基準 自社基準値 単位 測定工場
5～9 － 全工場
0.5 0.4 ｍg/l 全工場
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